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鹿沼市シルバー
人材センターだより
鹿沼市シルバー
人材センターだより

「会員」と「仕事」はシルバーの両輪。 いきいきシルバー仲間の輪を広げよう！

１．会員数491名以上（年度末）目標の達成　　　　　　１．適正就業の推進
１．受注件数2,680件の達成　　　　　　　　　　　　 １．第六次中期計画の推進
１．派遣契約就業延人員11,000人日の達成
１．契約額295,584千円（派遣契約額を含む）の達成
１．安全就業の徹底「事故撲滅」

令和７年度事業重点方針

会
員
増
強
！
シ
ル
バ
ー
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！

会
員
増
強
！
シ
ル
バ
ー
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！

ヨークベニマルさん
店舗前で街頭PR活動を

行いました。

「シルボンヌ全国大会２０２４
in 埼玉」に
参加しました。
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昨
年
度
に
引
続
き
、
総
務
部
会
に

よ
る
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
が
十
二
月
十
四
日

㈯
に
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
睦
町
店
と
上
殿

町
店
の
店
舗
入
口
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
女
性
部
会
か
ら
五
名
の
応

援
が
あ
り
計
十
一
名
で
行
い
ま
し

た
。
街
頭
Ｐ
Ｒ
は
会
員
増
強
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
チ
ラ
シ

と
共
に
女
性
会
員
が
制
作
し
た
手
芸

品
を
、
四
百
部
配
布
し
ま
し
た
。
お

天
気
も
良
く
一
時
間
程
度
で
配
り
終

え
ま
し
た
。

 

　

賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
し
て
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
の
生
き

が
い
の
充
実
や
社
会
参
加
の
推
進
の

た
め
に
、
請
負
・
委
任
、
派
遣
等
の

方
法
に
よ
り
、
会
員
に
仕
事
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
活
動
資
金
と
し
て
賛
助
会
費

を
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動

令
和
六
年
度
賛
助
会
員
の
皆
様
へ

　

会
員
増
強
は
当
セ
ン
タ
ー
の
最
重

要
課
題
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
紹
介

や
声
掛
け
が
入
会
者
の
増
に
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

㈲
渡
綱
モ
ー
タ
ー
ス

㈱
ア
ク
ロ
ス
保
険
事
務
所

㈲
荒
川
自
動
車
工
業

㈲
宇
賀
神
商
店
石
油
部

文
化
堂
商
店

㈲
ま
こ
と
や
商
店

鹿
沼
商
工
会
議
所

鹿
沼
木
工
団
地
協
同
組
合

鹿
沼
建
設
業
協
同
組
合

鹿
沼
市
議
会

賛
助
会
員
一
覧

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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⇧販売した作品

　
「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
２
０
２
４

ｉ
ｎ 

埼
玉
」
に
参
加
し
た
二
名
の
会

員
に
活
動
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

 　

令
和
六
年
十
一
月
十
九
日
、「
シ
ル

ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
２
０
２
４ 

ｉ
ｎ 

埼

玉
」
が
さ
い
た
ま
市
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ

「
女
性
会
員
の

　
　
　
　
　
活
躍
に
感
謝
し
て
」

駒
場　
長
子

シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
２
０
２
４

テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
栃
木
県

か
ら
は
宇
都
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｓ
Ｃ
」）
と
鹿
沼
市

Ｓ
Ｃ
が
手
芸
品
等
の
販
売
で
出
展
し

ま
し
た
。
十
一
の
展
示
ブ
ー
ス
に
は

遠
い
と
こ
ろ
で
は
柏
崎
市
（
新
潟
県
）、

福
井
市
、
佐
賀
市
、
井
原
市
（
岡
山

県
）、
富
谷
市
（
宮
城
県
）
の
Ｓ
Ｃ
が

出
展
し
て
お
り
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ

や
ミ
ニ
ひ
な
人
形
、
正
月
飾
り
、
エ

コ
た
わ
し
、
所
沢
う
ど
ん
、
編
み
ぐ

る
み
、
そ
の
他
手
芸
品
な
ど
が
展
示
、

即
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
来
場
者
は
北
海
道
か
ら
沖

縄
県
ま
で
全
国
か
ら
四
百
人
の
会
員

が
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
大
変
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演
＆
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
Ｓ
Ａ
Ｍ
（
ダ

ン
サ
ー
）
さ
ん
の
「
踊
っ
て
学
ぶ
ダ

レ
デ
モ
ダ
ン
ス
」
を
参
加
者
全
員
で

踊
り
ま
し
た
。
事
例
発
表
で
は
佐
野

市
、
加
須
市
、
秩
父
市
の
Ｓ
Ｃ
が
女

性
会
員
の
活
動
状
況
や
会
員
拡
充
に

向
け
た
取
り
組
み
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
草
加
市
Ｓ
Ｃ

の
よ
さ
こ
い
「
銀
翔
」
で
に
ぎ
や
か

に
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

大
会
参
加
の
記
念
に
佐
賀
市
Ｓ
Ｃ

の
「
竜
の
編
み
ぐ
る
み
」
を
購
入
し

た
の
で
す
が
、
竜
は
「
九
十
歳
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
編
ず
つ
長
寿
の
願

い
を
込
め
て
作
っ
た
も
の
で
す
」
と

説
明
さ
れ
、
大
変
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
一
つ
だ
け
買
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
宝
物
と
し
て
部
屋
に
飾
っ

て
あ
り
ま
す
。
人
と
の
交
流
の
大
切

さ
を
心
か
ら
感
じ
た
時
間
で
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
会
員
は
、

皆
さ
ん
気
さ
く
で
は
つ
ら
つ
と
輝
い

て
見
え
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
ロ
ビ
ー
で
会
員
手
作
り
品
の

販
売
の
合
間
に
、
他
県
の
作
品
も
見

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
感
心
し
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
の
お
計
ら
い
で
広
く
立
派
な

ホ
ー
ル
で
、
Ｓ
Ａ
Ｍ
さ
ん
ご
指
導
の

ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
私
に
は
と
て

も
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
方
か

ら
拝
見
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

方
々
が
活
き
活
き
と
踊
ら
れ
て
い
る

姿
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
の
細
や
か
な
心
遣

い
や
ご
苦
労
に
改
め
て
感
謝
し
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
シ
ニ
ア
女
性
が
働

く
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
皆
様
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
え
る
有
意
義

で
楽
し
い
小
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
」

大
出　
真
理
子
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令
和
７
年
度
事
業
計
画

１
．
安
全
就
業
の
推
進

　

◇
安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
遵
守
、

　

作
業
別
安
全
就
業
基
準
整
備
の
遵
守

　

◇
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

事
故
対
応
・
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
（
簡
易
版
）
の
活
用

　

◇
夏
期
の
就
業
体
制
の
整
備

２
．
会
員
の
健
康
管
理

　

◇
健
康
診
断
の
推
進

　

◇
体
力
測
定
の
参
加
促
進（
５
月
、

　

６
月
、
10
月
、
11
月
の
４
回
を
予
定
）

３
．
安
全
意
識
の
普
及
啓
発

　

◇
安
全
就
業
強
化
月
間
の
設
定

４
．
安
全
管
理
教
育

　

◇
交
通
安
全
及
び
安
全
就
業

　

に
関
す
る
講
習
会
の
実
施

　

◇
腰
痛
予
防
講
習
会
の
実
施

安
全・適
正
就
業
委
員
会

１
．
地
域
社
会
へ
の
情
報
発
信

　
①
シ�

ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス
【
年
４
回
発
行

し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。】

　
②
保�

存
版
チ
ラ
シ
【
年
度
末
に
市
内
全

世
帯
を
対
象
に
配
布
す
る
。】

　
③
ホ�

ー
ム
ペ
ー
ジ
【
見
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
セ
ン
タ
ー
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
。】

　
④
入�

会
説
明
会
の
ご
案
内
【
鹿
沼
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
毎
日
放
映
で
き

る
よ
う
に
務
め
る
。】

２
．
会
員
へ
の
情
報
提
供 

意
識
啓
発

　
①
会�

報
ね
ん
り
ん【
年
３
回
発
行
す
る
。

（
７
、
11
、
３
月
予
定
）】

　
②
ホ�

ー
ム
ペ
ー
ジ
【
就
業
情
報
な
ど
の

会
員
向
け
情
報
を
定
期
的
に
更
新

す
る
。】

３
．
こ
の
他
広
報
に
係
わ
る
活
動

　
　

�　
契
約
書
裏
面
に
（
～
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

～
）
の
説
明
書
き
印
刷
を
し
、
事
業

趣
旨
等
理
解
を
働
き
か
け
る
。
又
、

請
求
書
送
付
時
に
、
添
付
用
紙
「
請

求
書
の
送
付
に
つ
い
て
」
を
利
用
し

て
就
業
開
拓
す
る
。

広
報
部
会

令
和
７
年
度
事
業
計
画

《事故防止のための重点事項》

《令和６年度事故状況報告》（令和７年１月末日現在）

◎ 就業途上（仕事の行き帰り）は交通ルールを遵守しよう。
◎ 作業前のあいさつ、注意事項の確認、無事故の呼びかけを実施しよう。
◎ 作業現場は常に整理・整頓しよう。
◎ 作業は、急がない、慌てない、無理をしないの「３ない運動」を実践しよう。
◎ 健康状態の把握、健康診断は忘れずに必ず受診しよう。

事故の概要

８月 学童保育中に児童を背負ったらよろけてしまい、窓ガラスにぶつかり割ってしまった。
会員と児童に怪我はなかった。

９月

学童の会議中に立ち上がろうとしたら気分が悪くなり、簡易ベッドで休んでいたが、
吐き気を催したため、救急搬送した。

ごみの分別作業中に気分が悪くなり、痙攣等の症状が見られたため救急搬送した。熱中
症と診断された。

12月 現場の下見に行った際、車の操作を誤り、民家のフェンスに衝突した。衝撃で意識を
失い、救急搬送された。



鹿沼市シルバー人材センター会報〈第105号〉（5）

総
務
部
会

１
．
会
員
増
強

⑴
会
員
に
よ
る
会
員
増
強

　

★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
名
刺
版
チ
ラ

シ
な
ど
の
有
効
活
用

⑵
会
員
報
償
制
度
の
周
知
徹
底

　

★�

会
員
登
録
年
数
に
よ
る
表
彰
制

度
導
入
の
周
知
を
徹
底

⑶
退
会
抑
制

　

★�

事
業
へ
の
積
極
的
参
加
促
進
等

を
目
的
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
周
知
を
徹
底

２
．
奉
仕
活
動
の
実
施

　

会
員
間
の
連
帯
意
識
高
揚
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
、
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ

を
目
的
に
実
施
す
る

１
．
就
業
会
員
の
確
保

⑴
体
験
就
業
の
実
施

　
★�

新
た
に
継
続
す
る
仕
事
を
希
望

す
る
会
員
に
対
し
て
、
仕
事
が

適
正
か
ど
う
か
判
断
す
る
材
料

と
し
て
、
体
験
就
業
（
無
償
）

を
実
施
す
る

⑵
技
能
講
習
会
等
の
参
加
促
進

　
★�

植
木
の
剪
定
作
業
、
襖
・
障
子
・

網
戸
の
張
り
替
え
作
業
及
び
機

械
除
草
作
業
等
の
班
員
確
保
の

た
め
に
、
連
合
会
講
習
会
を
活

用
す
る

⑶
未
就
業
会
員
対
策

　
★�

年
度
始
め
か
ら
六
ヶ
月
経
過
及

び
九
ヶ
月
経
過
時
に
、
未
就
業

で
現
況
把
握
が
な
さ
れ
て
い
な

い
会
員
に
対
し
、
電
話
に
よ
る

現
況
把
握
を
行
う

２
．
就
業
開
拓

　
★�

企
業
向
け
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
発
送
し
、
就
業
開
拓
を
行
う

３
．
会
員
研
修
の
実
施

　

会
員
と
し
て
の
基
本
事
項
の
理
解
、

資
質
向
上
を
目
的
に
実
施
す
る

４
．
正
会
費
の
検
討

　

他
市
町
の
動
向
や
必
要
経
費
を
参

考
に
、
適
正
な
会
費
額
を
検
討
し
て

い
く

 
★
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

開
催
日
…
十
一
月
十
二
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　

十
三
日
㈭

対
象
者
…
令
和
六
年
度
未
受
講
者

　
　
　
　

令
和
四
年
度
入
会
者

※ �

対
象
者
に
は
改
め
て
個
別
に
通
知

を
出
し
ま
す
。

　

★
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
（
睦
町
店
、

上
殿
町
店
）
店
舗
前
に
て
会
員
募
集

の
チ
ラ
シ
配
布
を
女
性
部
会
と
合
同

で
実
施
し
ま
し
た
。

 （
令
和
六
年
十
二
月
十
四
日
実
施
）

令
和
７
年
度
事
業
計
画

１
会
員
１
名
増
員
運
動
の

継
続
的
展
開

令
和
７
年
度
研
修
会
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
部
会
活
動
報
告

業
務
部
会

３
．
職
群
班
等
の
運
営

　
★�

定
期
的
に
班
会
議
を
開
催
す
る

と
共
に
、
マ
ナ
ー
向
上
、
ト
ラ

ブ
ル
対
策
及
び
、
職
群
班
の

役
割
の
再
認
識
の
研
修
を
開
催

す
る
。

　
　

�　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
活

動
し
て
い
る
職
種
の
職
群
班
へ

の
移
行
を
検
討
す
る
。

４
．
独
自
事
業

　
★�

新
た
な
事
業
の
企
画
、
検
討
を

行
う
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画

よろしく
お願いします!!
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１
．
女
性
会
員
増
強

⑴
会
員
に
よ
る
会
員
増
強

　
★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
名
刺
版
チ
ラ

シ
な
ど
の
有
効
活
用

⑵�

他
専
門
部
会
と
の
連
携
に
よ
る
会

員
増
強

⑶
会
員
報
償
制
度
の
周
知
徹
底

２
．�

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト

⑴
就
業
開
拓

　
★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
保
存
版
チ
ラ

シ
等
を
活
用
し
て
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
。

⑵
就
業
会
員
確
保

　
★�

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事

業
分
野
の
会
員
確
保
に
努
め
る
。

　
★�

資
格
を
有
す
る
会
員
の
確
保
に

努
め
る
。

　

山
菜
な
ど
を
採
取
す
る
こ
と
が
好

き
で
す
。
セ
リ
、
ふ
き
の
と
う
、
よ

も
ぎ
、
タ
ラ
の
芽
、
ウ
ド
、
フ
キ
、

ノ
ビ
ル
、
ニ
ラ
、
た
け
の
こ
、
小
梅
、

梅
、
シ
ソ
、
み
ょ
う
が
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
ク
ル
ミ
、
柿
、
山
栗
、
い
ち

じ
く
、
柚
な
ど
で
す
。

　

冷
凍
庫
を
利
用
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
調
理
の
仕
方
で
楽
し
み
な
が
ら
、

味
わ
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
恵
み
に

感
謝
で
す
。
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
も
頑

張
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
た
の
は
約
六
年
前
。
鹿
沼
市
に
転

居
し
て
一
年
が
経
過
し
、
生
活
が
一

段
落
し
た
頃
で
す
。
地
域
の
活
動
に

参
加
し
た
く
、
か
つ
収
入
の
糧
を
得

ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
の
求
人
を
見
て
、

ハ
テ
！
と
困
っ
た
の
が
、
就
業
場
所

ま
で
の
交
通
手
段
で
し
た
。
自
分
は

「
自
然
の
恵
み
」

中
央
第
二
　
佐
藤
　
澄
子

「
自
転
車
で
シ
ル
バ
ー
就
業
」

中
央
第
二
　
中
村
　
利
勝

女
性
部
会

令
和
７
年
度事業

計
画

３
．
手
芸
グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト

⑴�

各
グ
ル
ー
プ
の
例
会
の
日
程
を

「
ね
ん
り
ん
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
す
る
。

⑵�

手
芸
品
販
売
の
機
会
を
増
や
せ
る

よ
う
検
討
す
る
。

⑶�

会
員
の
特
技
を
活
か
し
た
事
業
の

立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
。

⑷�

作
品
を
展
示
・
販
売
す
る
機
会
と

し
て
、
セ
ン
タ
ー
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
す
る
。

４
．
研
修
会
の
開
催

　
★�

会
員
の
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
の
研
修
制
度
を

活
用
す
る
。

５
．
女
性
会
員
入
会
後
の
フ
ォ
ロ
ー

⑴�

未
就
業
女
性
会
員
の
現
況
を
業
務

部
会
と
情
報
共
有
し
、
対
策
を
検

討
す
る
。

⑵�

仕
事
以
外
で
楽
し
め
る
場
を
作
り
、

退
会
抑
制
に
努
め
る
。

⑶�

女
性
会
員
向
け
の
講
習
会
を
企
画

し
、
検
討
す
る
。

自
動
車
を
保
有
し
て
な
く
、
移
動
は

も
っ
ぱ
ら
自
転
車
（
電
動
付
）
の
た

め
、
遠
距
離
へ
の
通
勤
は
困
難
と
感

じ
ま
し
た
。
限
界
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

地
域
は
、
世
は
ま
さ
に
車
社
会
。

近
所
の
方
々
も
一
家
に
一
台
ど
こ
ろ

か
一
人
に
一
台
の
状
況
。
徒
歩
五
分

の
ゴ
ミ
集
積
所
に
も
車
で
行
く
環
境

で
し
た
。
外
出
し
て
市
内
を
歩
い
て

も
、
自
動
車
は
盛
ん
に
往
来
し
ま
す

が
、
歩
く
人
と
出
会
う
の
は
数
え
る

ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
機
関

も
あ
ま
り
便
が
い
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
ど
こ
へ
行
く
に
も
ア
ク
セ
ス
は

自
家
用
車
優
先
の
環
境
で
し
た
。
ち

な
み
に
、
セ
ン
タ
ー
の
体
力
測
定
の

た
め
、
鹿
沼
総
合
体
育
館
ま
で
自
転

車
で
行
っ
た
と
き
は
約
一
時
間
ほ
ど

要
し
ま
し
た
。
疲
れ
て
測
定
の
数
値

は
落
ち
ま
し
た
。
何
と
か
、
自
転
車

通
勤
が
可
能
な
就
業
と
し
て
、
現
在

は
約
十
五
分
ほ
ど
の
ゴ
ル
フ
練
習
場

に
通
っ
て
い
ま
す
。
体
力
的
に
は
、

自
転
車
で
足
を
う
ご
か
し
て
、
運
動

と
思
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
い
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
雨
や
悪
天
候
の
日
に

は
雨
合
羽
を
着
る
と
か
（
雨
に
も
負

け
ず
？
）、
タ
ク
シ
ー
で
の
出
勤
（
出

費
が
…
）
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

仕
事
は
受
付
管
理
で
す
が
、
現
金
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酒
の
話
な
ど
語
る
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
酒
に
は
日
本
酒
・
焼
酎
・

ビ
ー
ル
・
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
友
人
と
お
そ
ば
店
に

て
一
杯
。
卵
焼
き
を
お
つ
ま
み
に
熱

燗
を
二
本
ほ
ど
飲
ん
で
、
そ
れ
か
ら

お
そ
ば
を
食
べ
る
と
い
う
感
じ
で
し

た
か
ね
。
作
家
・
池
波
正
太
郎
先
生

が
書
い
た
鬼
平
が
下
手
人
を
張
り
込

ん
で
い
る
時
、
お
そ
ば
屋
で
一
杯
と

い
う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
あ

し
た
飲
み
方
は
い
つ
ま
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
お
そ
ば
屋
を
出
て
、

近
く
の
居
酒
屋
に
ぶ
ら
り
と
の
れ
ん

を
潜
る
と
、
店
の
中
か
ら
、「
お
寒
く

な
り
ま
し
た
ね
。」
と
迎
え
る
お
か
み

さ
ん
。「
ち
ょ
っ
と
熱
く
し
て
も
ら
お

う
か
。」
と
注
文
し
て
「
は
い
よ
」
と

心
得
た
お
か
み
さ
ん
は
、
一
升
瓶
か

ら
お
銚
子
に
入
れ
て
燗
に
つ
け
る
。

勿
論
、
電
子
レ
ン
ジ
で
な
く
、
お
湯

に
つ
け
る
。
燗
し
た
酒
を
じ
っ
く
り

味
わ
い
な
が
ら
飲
む
。

　

昔
、
私
の
父
も
仕
事
か
ら
帰
っ
て

く
る
と
、
火
鉢
の
前
に
座
り
、
湯
の

沸
い
た
や
か
ん
の
ふ
た
を
と
り
、
お

「
お
酒
」

中
央
第
三
　
渡
辺
　
隆
男

を
扱
う
の
で
、
間
違
わ
な
い
よ
う
緊

張
感
が
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
会

員
四
名
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
組
ん

で
働
い
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
良
く
取
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
会
社
の
求
人
条
件
や
雇

用
形
態
な
ど
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
は
様
相
が
異
な
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り

ま
す
が
、
就
業
日
で
も
所
属
し
て
い

る
班
長
の
方
や
就
業
場
所
の
会
員
の

協
力
を
得
ら
れ
る
の
は
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　

日
常
生
活
で
は
、
自
転
車
移
動
も

悪
く
な
い
と
感
じ
ま
す
。
自
動
車
だ

と
素
通
り
し
て
し
ま
う
景
色
も
自
転

車
や
徒
歩
な
ら
思
い
が
け
な
い
発
見

や
季
節
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
天
気
が
い
い
日
は
、
徒
歩
三
十

分
く
ら
い
な
ら
買
い
物
も
、
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
、
出
か
け
て
み
ま
す
。

　

た
だ
、
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
と
、

自
動
車
は
結
構
怖
い
で
す
。
特
に
交

差
点
な
ど
停
止
線
を
越
え
、
横
断
歩

道
ま
で
出
す
ぎ
る
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
こ
と
が

良
く
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
お
願
い
で
す
。
自
動

車
は
停
止
線
の
位
置
で
一
時
停
止
を

お
願
い
し
ま
す
。

酒
の
入
っ
た
お
銚
子
を
や
か
ん
の
中

に
入
れ
、
程
よ
く
お
燗
し
た
酒
を
と

り
、
手
酌
で
一
杯
。
父
は
夏
で
も
冬

で
も
日
本
酒
。
お
つ
ま
み
は
お
新
香
、

夏
は
冷
奴
か
枝
豆
。
そ
れ
は
う
れ
し

く
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
酒
が
な
く
な

る
と
近
所
の
酒
店
へ
。
店
の
中
に
樽

酒
が
ず
ら
り
と
な
ら
ん
で
い
る
。
空

瓶
を
持
っ
て
、「
酒
を
下
さ
い
。」
と

言
う
と
、
店
員
が
樽
の
栓
を
抜
い
て
、

と
く
と
く
と
瓶
に
酒
を
注
ぐ
。
こ
ん

な
姿
は
も
う
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

そ
う
い
う
お
酒
は
百
薬
の
長
と
も

い
い
ま
す
が
、
薬
に
も
な
り
、
毒
に

も
な
る
の
が
お
酒
で
す
。
飲
み
す
ぎ

て
、
体
を
壊
し
て
は
元
も
子
も
あ
り

ま
せ
ん
。
酒
は
暮
ら
し
の
中
の
小
さ

な
安
ら
ぎ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
沼
市
役
所
を
退
職
後
、
５
年
間

の
長
き
に
わ
た
っ
て
本
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
３
月
末

を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、

役
職
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
私
が
着
任
し
た

当
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓

延
し
始
め
た
頃
で
、
多
く
の
事
業
が

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
受
注
等
の

減
少
に
よ
り
業
績
が
悪
化
し
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息

と
共
に
業
績
や
会
員
数
は
回
復
基
調

を
見
せ
て
お
り
ま
す
が
、
企
業
の
雇

用
年
齢
延
長
の
影
響
も
あ
っ
て
、
コ

ロ
ナ
前
の
状
態
に
ま
で
に
は
回
復
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進

展
す
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま

す
増
大
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
と
行
政
機
関
、
発

注
者
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
結

び
に
当
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
令
和
七
年
三
月
）

退
任
の
ご
挨
拶

鹿
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
　
石
川
　
佳
男
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会員数
（人）

受託件数
（件）

就業人員（人） 契　約　金　額（単位：千円）
実人員 延人員 請負 派遣 合計

令和６年度
４月〜１月 495 2,364 484 43,239 198,353 51,117 249,470

令和５年度
４月〜１月 492 2,397 472 42,669 190,070 48,854 238,925

前 年 比 100.6％ 98.6％ 102.5％ 101.3％ 104.4％ 104.6% 104.4%

開催日	 ・4/17（木）　・5/13（火）　・6/11（水）　・7/15（火）
場　所	 日吉町 シルバー人材センター内会議室
時　間	 説明会…午前９時30分～
	 　�シルバー人材センターに関心のある友人・知人がいらっしゃいましたら、

参加されるようお勧めください。
相談日…午前10時～午前11時
	 　�皆さんの困りごと（仕事・生活等）について、幅広くお受けします。

（令和６年４月〜令和７年１月）

期間
項目

6令和6令和

事
務
局
だ
よ
り

　
就
業
報
告
書
提
出
期
限
は
、
月
末
締
め
翌
月
支
払
の
た
め
の
最
終
期
限

で
す
の
で
、
仕
事
が
終
了
し
た
時
点
で
、
会
員
さ
ん
本
人
が
内
容
を
確
認

し
て
、
お
早
め
に
事
務
局
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
万
一
提
出
が
遅
れ
た
場

合
、
指
定
の
期
日
に
配
分
金
を
振
り
込
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
就
業
報
告
書

提
出
期
限
・
配
分
金
振
込
日

月 就業報告書提出期限 配分金振込日 対応月

４月 ８日（火） 25日（金） ３月分

５月 12日（月） 23日（金） ４月分

６月 ９日（月） 25日（水） ５月分

７月 ８日（火） 25日（金） ６月分

８月 ８日（金） 25日（月） ７月分

９月 ８日（月） 25日（木） ８月分

10月 ８日（水） 24日（金） ９月分

11月 11日（火） 25日（火） 10月分

12月 ８日（月） 25日（木） 11月分

１月 13日（火） 23日（金） 12月分

２月 ９日（月） 25日（水） １月分

３月 ９日（月） 25日（水） ２月分


